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✿いびがわ婚活、恋活お悩み相談「恋のかけ橋ルーム」✿
　「婚活・恋活コンシェルジュ（婚活相談員）」が毎月第 3 日曜日 13 時～
16 時に相談室を開設し、恋愛・結婚に対するお悩みに応じます。
✿婚活・恋活イベントの開催✿
　商工会青年部と連携した婚活イベントと、揖斐川町を代表するイベント
いびがわマラソンとコラボした「ラン婚」を実施し、婚活・恋活中の独身男女に出逢いの場を提供します。
✿新婚世帯定住奨励金（結婚祝い金）✿
　結婚後（町外からの移住者は、婚姻届提出後 1 年以内）、町内で引き続き 3 年以上定住することを前提とし
た新婚世帯に 5 万円を支給します。
✿特定不妊治療費助成事業✿
　1 年度あたり 10 万円を限度に、不妊治療のうち医療保険が適用されない治療費の一部を通算して 5 年間
まで助成します。
✿妊婦健康診査・妊婦歯科健診費用助成事業✿
　妊婦健康診査と妊婦歯科健診に係る費用の一部を助成します。
✿すこやかベビー祝い金✿
　町内に 6 か月以上住民登録があり、出産後も引き続き 1 年以上居住
すると見込まれる方に出産子 1 人につき 5 万円を支給します。
✿新生児聴覚検査費用助成✿
　生後 2 日目の入院中の赤ちゃんを対象に行う検査費用のうち、
3 千円を助成します。
✿各種健診・予防接種の推進、任意予防接種費用助成事業✿
　乳幼児等定期予防接種（BCG、ジフテリア・百日せき、破傷風、ポリオ、麻しん・風しん、子宮頸がん、
ヒブワクチン、小児用肺炎球菌、日本脳炎）を実施します。また、任意の予防接種（水痘・おたふくかぜ）の
費用の一部を助成します。
✿子育て支援センター事業✿
　未就園児の親子を対象に、さまざまな取り組み（育児相談、仲間づくり、
各種講座、出前保育など）を行っています。
✿保育事業✿
　町内の幼児園で低年齢児から安心して子育てができるよう、さまざまな
保育サービス（障がい児保育・土曜日保育・一時保育・園庭開放）を行っています。
✿私立幼稚園の就園奨励金✿
　私立幼稚園に入園している満 3 歳児以上の児童を対象に就園奨励金（入園料、保育料の軽減）を支給します。

✿病児・病後児保育事業✿
　揖斐厚生病院内で病児・病後児保育を実施します。病気中または病気の回復期にある町内在住の生
後 8 か月～小学 3 年生の児童を受け入れます。
✿留守家庭児童教室✿
　就労等の事情から昼間保護者の方が留守になるため養育ができない児童（1 年生～ 4 年生）を預かり
ます。また、夏休み等長期休暇は 6 年生までの児童を対象にし、8 時半からの開始時間を 8 時～18 時
までに延長します。

✿家庭教育学級✿
　学校・公民館で家庭教育学級を実施しています。
✿高校世代までの医療費無料化✿
　高校生世代（18 歳到達年度末）までの医療費を無料にします。

結婚

出産

子育て

学校

少子化対策

新規

拡充
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　揖斐川町では、若い世代の流出や少子高齢化の進展等による人口減少に歯止めをかけ、地域の活性化を図
るため、定住化の促進と少子化対策を行っています。平成 26 年度も充実した様々なサービスを提供し、皆
さんの生活をサポートします。

✿新築住宅建設等奨励金✿
　町内に居住用の住宅を新築または購入した者に対し、費用の一部を助成します。

✿新築住宅に対する固定資産税の軽減✿
　町内の一定の要件に該当する新築住宅の固定資産税を 3 年間軽減します。

✿住宅改修等奨励金✿
　建築後、1 年以上が経過した自己が居住している住宅の改修工事等を
行った場合に、費用の一部を助成します。

✿賃貸住宅家賃助成奨励金✿
　町内の民間賃貸住宅に 3 年以上居住することを前提に入居した者に対し、入居してから 1 年間の家賃の一
部を助成します。

✿田舎暮らし住宅活用奨励金✿
　町内の空き家に 3 年以上居住することを前提に購入または賃貸した者が、改修およびハウスクリーニング
を行った場合に、費用の一部を助成します。

✿事業者向けの奨励金✿
　町内に居住用の賃貸集合住宅・分譲戸建住宅を新築した民間業者と居住用の一戸建て住宅用地を分譲する
ことを目的として開発する民間業者に費用の一部を助成します。

✿空き家情報登録「空き家バンク」制度✿
　町内の空き家で賃貸・売買を希望される所有者が登録した空き家の物件情報を、移住・定住等を希望され
ている方へ紹介します。

✿住宅耐震化促進事業✿
　昭和 56 年以前に建築された一戸建て木造住宅を無料で耐震診断します。また、住宅耐震補強工事につい
ては、耐震診断を受けた一戸建て木造住宅に対し、工事費用の一部を助成します。

✿産直住宅日本一推進事業✿
　県産材を使用し、「いびがわの家」に認定された家屋に、床下調湿炭を提供します。

✿住宅用太陽光発電システム設置整備事業✿
　町内の居住する住宅に太陽光発電システムを設置する方、町内に太陽光発電システムを設置した建売住宅
等を自らの住居として購入する方に補助金を交付します。

✿木質ペレットストーブ購入補助事業✿
　町内の居住する住宅や事業所等に木質ペレットストーブを設置する場合に、本体購入に要する費用の一部
を助成します。

✿小型除雪機購入補助事業✿
　町内の自治会または個人が小型除雪機を購入する場合に、費用の一部を助成します。

✿ごみの減量化対策✿
　資源ごみ集団回収への助成を行うとともに、生ごみ処理機・コンポスト容器の購入を支援します。

※補助金・奨励金等の支給を受けるには、交付要件に該当している必要があります。詳しくはお尋ねください。

定住化支援

ずっと住むならいびがわ

平成26年度 少子化対策と定住化支援！
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連結行政コスト計算書（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

連結資金収支計算書（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

連結純資産変動計算書（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

　連結行政コスト計算書とは、資産形成を除き、人的サービスや社会保障給付サービスなどに 1年間で使った費用
などを、揖斐川町を中心にした連結グループ全体で集計した財務書類です。

　連結資金収支計算書とは、各種の事業を実施するため、1年間に出入りした資金の動きについて、揖斐川町を中
心にした連結グループ全体で表した財務書類です。

　連結純資産変動計算書とは、連結貸借対照表の純資産が１年間でどのように変動したかについて、揖斐川町を中
心にした連結グループ全体で表した財務書類です。

住民一人あたりの連結行政コスト計算書
（家計に例えると）（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

経 常 的 収 支：�経常的な行政活動の収支で、「公共資産整備収支」
「投資・財務的収支」に含まれないもの

公共資産整備収支：公共資産の整備にかかる収支

投資・財務的収支：地方債の元金償還、発行額の収支等

１�人にかかるコスト 33億円
　�　人件費 27億円
　�　退職手当引当金繰入等 4億円
　�　賞与引当金繰入額 2億円

２�物にかかるコスト 77億円
　�　物件費 32億円
　�　維持補修費 1億円
　�　減価償却費 44億円

３�移転支出的なコスト 112 億円
　�　社会保障給付 82億円
　�　補助金等 27億円
　�　他団体への支出額 3億円

４�その他のコスト 8億円
　�　支払利息 4億円
　�　その他行政コスト等 4億円

経常行政コスト合計�A 230 億円
経常収益�B 67 億円
純経常行政コスト�A－B 163 億円

１�人にかかるコスト
　�（おこづかい） 14万円

２�物にかかるコスト
　�（家電の購入、家の修繕） 33万円

３�移転支出的なコスト
　�（保険料、子どもの学費） 48万円

４�その他のコスト
　�（借金の利息） � 4 万円

経常行政コスト合計�A 99 万円

経常収益�B 29 万円

純経常行政コスト�A－B 70 万円

期首純資産残高 1,026 億円
純経常行政コスト △ 163 億円
財源調達 167 億円

地方税・地方交付税 101 億円
その他財源・補助金等 66億円

資産評価替えによる変動額など △ 2億円
期末純資産残高 1,028 億円

１�経常的収支 53億円
２�公共資産整備収支 △ 14億円
３�投資・財務的収支 △ 35億円
当期収支 4億円
期首資金残高 46億円
期末資金残高 50億円
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■資　産
①公共資産（住宅・土地）� 510 万円
②投資等（定期預金・株式）� 47 万円
③流動資産（普通預金・現金）� 22 万円

■負　債　　　　　139 万円
　（住宅ローン残高）

■純資産　　　　　440 万円
　（住宅・土地に対して今まで支払ってきたお金）

■負債
①固定負債� 299 億円
②流動負債� 27 億円
　負債合計� 326 億円

■純資産
純資産合計� 1,028 億円
国県補助金一般財源など

■資産
①公共資産� 1,192 億円
［学校、道路、橋、町の施設など］

②投資等� 111 億円
［基金（固定的なもの）、出資金など］

③流動資産� 51 億円
［現金預金、未収金など］

●連結財務書類4表とは
　揖斐川町では、住民の皆さんに分かりやすく財政状況を情報提供するため、民間企業会計の手法を取り入れ
た「新地方公会計制度」に基づく連結財務書類（4表）を作成しています。
　連結財務書類とは、連結貸借対照表、連結行政コスト計算書、連結純資産変動計算書、連結資金収支計算書
の 4表のことで、町（普通会計、公営事業会計）のみならず、町が設立した第三セクターや加入している一部
事務組合等の財務書類を連結ベースで把握することで、町の全体的な財務実体を見ることができます。連結財
務書類を作成することで、透明性の向上や説明責任が履行されるとともに、資産・債務の適切な管理を行うこ
とが可能となります。
●今年度の特徴
　全体的な財政状況は、比較的健全な部類に入ると判断できます。各種指標についても、昨年度と大きな変
動はありません。しかし、社会資本（公共施設等）が多く、維持管理費等の経常経費が必要となっているため、
引き続き施設の統廃合や利用料金の見直し等の検討が必要です。

連結貸借対照表（平成25年3月31日現在）

資産合計� 1,354 億円

住民一人当たりの連結貸借対照表（家計に例えると）
（平成25年3月31日現在の住民基本台帳人口23,387人で算出）以下同様

借方〔資金の使途〕
資金を何に使ったか

貸方〔資金の調達〕
資金をどこから調達したか

負債純資産合� 1,354 億円

今までに、学校、道路など
を建設するための財源とし
て町が借金しているお金や、
町の職員全員が年度末に退
職したと仮定した場合の退
職金相当額などです。

町が借金しているお金の翌
年度の返済予定額などです。

学校、道路などを建設するた
めに使った国や県の補助金や
税金などです。

学校、道路などの建設に使
われたお金の総額です。道
路や建物は減価償却をして
います。

関係団体への出資金や基金
などで蓄えているお金です。

現金で持っているもの、必
要時にすぐ現金化できる基
金のほか、町税などでまだ
収納されていないお金です。

【参考】連結対象となる団体等
一部事務組合、広域連合 地方三公社
揖斐郡消防組合 土地開発公社
西濃環境整備組合 第三セクター等
大垣衛生施設組合 （財）いびがわ
岐阜県市町村会館組合 （株）サンシャイン春日
養基小学校養基保育所組合
岐阜県市町村職員退職手当組合
揖斐広域連合
岐阜県後期高齢者医療広域連合

●各種指標（前年度）
純資産比率＝75.9％（76.5％）
　資産に対する純資産の割合で、この割合が高いほど財
政が健全であるといえます。

受益者負担比率＝29.1％（28.0％）
　経常行政コストに対する経常収益合計の割合で、この
割合が高いほど受益者負担が大きいといえます。

揖斐川町の連結財務書類4表（平成24年度決算）の概要
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の
国
民
年
金
保

険
料
の
免
除（
＊
）が
受
け
ら
れ
る
期
間

は
、
申
請
の
直
前
の
７
月（
学
生
納
付

特
例
は
直
前
の
４
月
）ま
で
の
１
年
以

内
で
し
た
。

○�

平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、
申
請
時
点
の

２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
申
請
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

［�

失
業
な
ど
の
特
例
免
除
の
対
象
期
間
も

拡
大
さ
れ
ま
す
］

○�

災
害
・
失
業
な
ど
を
理
由
と
し
た
免
除

（
特
例
免
除
と
い
い
ま
す
）は
、
こ
れ
ま

で
は
、
申
請
時
点
の
年
度
ま
た
は
前
年

度
に
災
害
・
失
業
な
ど
の
理
由
が
あ
る

こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

○�

平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、
災
害
・
失
業

な
ど
の
前
月
か
ら
災
害
・
失
業
な
ど
が

あ
っ
た
年
の
翌
々
年
６
月
ま
で
の
期
間

に
つ
い
て
、
特
例
免
除
の
申
請
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
平
成
26
年
３

月
以
前
に
あ
っ
た
災
害
・
失
業
も
対
象

と
な
り
ま
す
が
、
過
去
分
の
審
査
対
象

期
間
は
、
２
年
１
カ
月
前
ま
で
で
す
）

［
申
請
方
法
は
］

　

お
住
ま
い
の
町
役
場
ま
た
は
年
金
事
務

所
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
な
添
付

書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
、
上
記
の
申
請
先

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
＊
）�「
免
除
」
と
は
、
全
額
免
除
、
一
部

免
除（
3/4
、半
額
、１／４
）、
若
年
者
納
付

猶
予
、学
生
納
付
特
例
の
こ
と
で
す
。

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い
◆

○�

２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
免
除
申
請

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
申
請
が

遅
れ
る
と
万
一
の
際
に
障
害
年
金
な
ど

を
受
け
取
れ
な
い
場
合
や
失
業
な
ど
の

特
例
免
除
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
す
み
や
か
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

○�

申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所
得
に
基

づ
き
、
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
免
除

が
承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

�

な
お
、
全
額
免
除
と
一
部
免
除
は
配
偶

者
お
よ
び
世
帯
主
、
若
年
者
納
付
猶
予

は
配
偶
者
に
つ
い
て
も
所
得
審
査
を
行

い
ま
す
。
配
偶
者
や
世
帯
主
が
失
業
な

ど
に
該
当
す
る
場
合
も
免
除
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

日
本
年
金
機
構　

大
垣
年
金
事
務
所

　

℡（
０
５
８
４
）７
８

－

５
１
６
６

　

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
１
４
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

原
動
機
付
自
転
車
、軽
自
動
車
な

ど
の
異
動
手
続
き
に
つ
い
て
！

　

軽
自
動
車
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
は
、毎
年
４
月
１
日
現
在
で
原
動
機
付
自

転
車
・
軽
自
動
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
・
二
輪

の
小
型
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
方
で
す
。

　

軽
自
動
車
等
を
譲
っ
た
り
廃
車
し
た
と

き
は
、
お
早
め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
26
年
４
月
２
日
以
降
に
廃
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車
な
ど
の
手
続
き
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い

て
も
、
平
成
26
年
度
の
軽
自
動
車
税
は
課

税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
次
の
手
続
き
先
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
手
続
き
先
に
つ
い
て
》

①
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動
車

◆
手
続
き
先

　

�

揖
斐
川
町
役
場
税
務
課
、
ま
た
は
各
振

興
事
務
所

②
二
輪
車（
１
２
５
㏄
を
超
え
る
も
の
）

◆
手
続
き
先

　

中
部
運
輸
局
岐
阜
運
輸
支
局

　

℡
０
５
０

－

５
５
４
０

－

２
０
５
３

③
軽
自
動
車（
３
輪
・
４
輪
）

◆
手
続
き
先

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
岐
阜
事
務
所

　

℡
０
５
８

－

３
９
４

－

０
２
３
２

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
税
務
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

平
成
26
年
度
軽
自
動
車
税
の
減

免
申
請
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
で
は
、
身
体
あ
る
い
は
精
神

に
障
が
い
が
あ
る
方
が
障
が
い
を
克
服
し

健
全
な
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
、
療
育
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方
が
所

有
さ
れ
る
軽
自
動
車
な
ど（
身
体
障
が
い

者
の
方
で
年
齢
18
歳
未
満
の
方
と
生
計
を

一
緒
に
す
る
方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な

ど
を
含
む
）で
、
一
定
の
要
件（
障
が
い
の

程
度
な
ど
）に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
軽
自
動
車
税
の
減
免
措
置
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
減
免
で
き
る
の
は
普
通
自
動

車
も
し
く
は
軽
自
動
車
の
う
ち
い
ず
れ
か

１
台
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
役
場
で
申
請
で
き
る
の
は
軽
自
動

車
税（
原
動
機
付
自
転
車
な
ど
含
む
）の
減

免
申
請
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
揖
斐
川
町
役
場
税
務
課
も
し

く
は
各
振
興
事
務
所
税
務
担
当
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
税
務
課

　

℡
２
２

－
２
１
１
１

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　

３
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

　

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
３
３
０
０
円
～

　

・
そ
の
他　

�

浴
槽
、風
呂
が
ま
は
入
居
者

の
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

②
六
合
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
春
日
六
合
１
１
２

　

・
建
設
年
度　

平
成
11
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
５
５
０
０
円
～

③
そ
ら
む
き
住
宅（
世
帯
用
）　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
西
津
汲
６
１
９

　

・
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

　

・
木
造
２
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

３
１
２
０
０
円
～

④
そ
ら
む
き
住
宅（
単
身
用
）　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
西
津
汲
６
１
９

　

・
建
設
年
度　

平
成
11
年
度

　

・
準
耐
火
構
造
２
階
建　

１
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
６
１
０
０
円
～

⑤
坂
本
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
坂
内
坂
本
３
３
７
６

　

・
建
設
年
度　

平
成
８
年
度

　

・
木
造
平
屋
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
０
６
０
０
円
～

■
敷
金　
　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

・�

④
以
外
に
つ
い
て
は
現
在
同
居
、
ま
た

は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
約
者

含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・�
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納

付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・�

家
賃
の
他
に
共
益
費
（
上
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）
が
必

要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

４
月
１
日（
火
）～
４
月
15
日（
火
）

■
入
居
予
定
日

　

平
成
26
年
５
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
３
）

 

各
種
手
当
の
額
が
変
わ
り
ま
す

　

今
年
１
月
31
日
に
公
表
さ
れ
た
平
成
25

年
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
実
績
値
に
基

づ
き
、
４
月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り
各
種

手
当
の
額
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

�

揖
斐
川
町
役
場
社
会
福
祉
課
ま
た
は
子

育
て
支
援
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

手当の種類と金額（1か月当り）

手当の種類
平成25年10月
～26年3月
（月額）

平成26年
４月～
（月額）

児童扶養手当（全部支給） 41,140 円 41,120 円

児童扶養手当（一部支給） 41,130 円
～ 9,710 円

41,010 円
～ 9,680 円

特別児童扶養手当（１級） 50,050 円 49,900 円
特別児童扶養手当（２級） 33,330 円 33,230 円
特 別 障 害 者 手 当 26,080 円 26,000 円
障 害 児 福 祉 手 当 14,180 円 14,140 円
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岩い
わ

手て

県け
ん

大お
お

槌つ
ち

町ち
ょ
う

　

９
回
目
の
「
被
災
地
か
ら
の
活
動
レ

ポ
ー
ト
」
は
、
個
人
宅
に
造
ら
れ
た
図

書
館
と
そ
の
庭
に
そ
っ
と
建
つ
電
話

ボ
ッ
ク
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

大
槌
町
内
の
吉き

り

き

り

里
吉
里
地
域
で
海
が

見
渡
せ
る
小
高
い
場
所
に
、「
ベ
ル
ガ
ー

デ
ィ
ア
鯨
山
」
と
呼
ば
れ
る
ガ
ー
デ
ン

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
佐
々
木
格
さ
ん
夫
妻
の

個
人
宅
前
に
素
敵
な
庭
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
震
災
の
津
波
で
町
の
図
書
館
が

無
く
な
り
寂
し
く
思
わ
れ
た
佐
々
木
さ

ん
は
、
子
ど
も
の
集
ま
る
図
書
館
を
と

考
え
、
自
宅
の
敷
地
内
に
、
一
年
程
か

け
て
、
た
く
さ
ん
の
絵
本
が
置
か
れ
た

「
森
の
図
書
館
」
を
造
り
ま
し
た
。
広

い
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
近
く
の

子
ど
も
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
来
て
、
読

み
聞
か
せ
な
ど
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
庭
の
片
隅
に
は
、
震
災

後
に
設
置
さ
れ
た
「
風
の
電
話
」
と
名

付
け
ら
れ
た
一
台
の
電
話
ボ
ッ
ク
ス
が

そ
っ
と
建
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
電
話

ボ
ッ
ク
ス
に
は
、
繋
が
っ
て
い
る
は
ず

の
電
話
線
が
あ
り
ま
せ
ん
。
震
災
に
よ

り
大
切
な
家
族
や
友
人
な
ど
を
一
瞬
に

し
て
奪
わ
れ
、
話
せ
な
か
っ
た
事
や
伝

え
ら
れ
な
か
っ
た
思
い
を
心
の
奥
に
仕

舞
い
込
ん
で
い
る
方
も
多
く
い
る
は
ず

で
す
。「
心
の
復
興
」
の
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
思
い
置
か
れ
ま
し
た
。

　
「
風
の
電
話
は
心
で
話
し
ま
す
。
静

か
に
目
を
閉
じ
、
耳
を
澄
ま
し
て
く
だ

さ
い
。
風
の
音
が
又
は
波
の
音
が
或
い

は
小
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
た
な

ら
、
あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
下
さ

い
」。電
話
の
横
に
書
か
れ
て
い
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。

　

こ
の
電
話
を
題
材
に
し
た
絵
本
「
か

ぜ
の
で
ん
わ
」
が
最
近
出
版
さ
れ
ま
し

た
。
震
災
か
ら
３
年
が
経
ち
、
市
街
地

の
盛
土
作
業
な
ど
復
興
が
進
ん
で
い
ま

す
が
、
心
の
復

興
が
そ
れ
に
追

い
つ
い
て
い
ま

せ
ん
。
目
に
見

え
な
い
復
興
に

は
、
ま
だ
ま
だ

長
い
時
間
が
必

要
で
す
。

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

岐
阜
県
水
源
地
域
保
全
条
例
に

係
る
事
前
届
出
制

　

岐
阜
県
で
は
、
水
源
地
域
を
保
全
す
る

た
め
、
平
成
25
年
４
月
に
「
岐
阜
県
水
源

地
域
保
全
条
例
」
を
制
定
し
、
指
定
し
た

水
源
地
域
で
の
土
地
取
引
等
の
事
前
届
出

制
を
定
め
て
い
ま
す
。

●
岐
阜
県
水
源
地
域
保
全
条
例
の
概
要

【
土
地
取
引
等
の
事
前
届
出
制
】

　

指
定
さ
れ
た
水
源
地
域
内
の
土
地
に
つ
い

て
、売
買
な
ど
の
取
引
を
行
う
場
合
は
、そ

の
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
30
日
前
ま

で
に
、県
へ
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
届
出
者　

土
地
所
有
者
（
売
主
）
等

・
対
象　

指
定
し
た
水
源
地
域
内
の
土
地

・�

対
象
行
為　

土
地
の
所
有
権
、
地
上

権
、
地
役
権
、
使
用
貸
借
に
よ
る
権

利
、
賃
借
権
の
設
定
又
は
移
転
に
係
る

契
約
を
締
結
す
る
場
合

・�

届
出
先　

県
庁
林
政
課
ま
た
は
各
農
林

事
務
所

【
水
源
地
域
の
指
定
区
域
】

　

水
源
地
域
は
図
面
で
指
定
し
て
い
ま

す
。
図
面
は
、（
市
町
村
林
務
担
当
課
）、

県
庁
林
政
課
、
各
農
林
事
務
所
で
確
認
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の「
ぎ
ふ
ふ
ぉ

れ
ナ
ビ
」（
ぎ
ふ
ふ
ぉ
れ
ナ
ビ
で
検
索
）

で
も
確
認
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

岐
阜
県
林
政
部
林
政
課

　

℡
０
５
８

－

２
７
２

－

８
４
７
３

（
平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、
恵
み
の
森
づ

く
り
推
進
課
が
担
当
課
に
な
り
ま
す
。）

 

自
衛
官
等
募
集
案
内

　

自
衛
隊
で
は
左
記
の
と
お
り
自
衛
官
を

募
集
し
ま
す
。

　

受
験
資
格
の
年
齢
は
各
種
目
と
も
平
成

26
年
４
月
１
日
現
在
で
す
。

　

技
術
海
・
空
曹
受
験
資
格
「
国
家
免
許

資
格
等
」
の
細
部
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　
「
自
衛
隊
岐
阜
地
方
協
力
本
部

�

大
垣
地
域
事
務
所
」

　

大
垣
市
林
町
５

－

18　

光
和
ビ
ル
２
階

　

℡
０
５
８
４

－

７
３

－

１
１
５
０

派遣職員
高橋富士夫

風の電話 電話ボックス

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日 合格発表

技術海上
幹　　部 大卒 38歳

未満の者　
平成 26年
4月 25日

～

5 月 16 日

平成 26年
6月 30日

平成 26年
8月 8日

技術航空
幹　　部

技術海曹 20 歳以上
の者で国家
免許資格
取得者等

平成 26年
6月 27日

技術空曹

被
災
地
か
ら
の
活
動
レ
ポ
ー
ト
⑨
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期間：４月６日日～15日火
地域ぐるみで守ろう
子どもとお年寄り

《交通事故死ゼロを目指す日　４月10日木》

春の全国交通安全運動

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

☆�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
業
務
の

依
頼
に
つ
い
て

　

皆
さ
ま
の
ご
家
庭
や
職
場
に
お
い
て

「
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
ほ
ど
で
も
な
い

が
自
分
た
ち
だ
け
で
行
う
こ
と
は
困
難

…
」
こ
の
よ
う
な
お
仕
事
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
当
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合

せ
下
さ
い
。
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

シ
ル
バ
ー
派
遣
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
会
社
を
経
営
さ
れ
て
い
る
方
で
人
材

を
お
探
し
で
し
た
ら
、
一
度
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

〔
仕
事
の
内
容
〕
※
詳
細
に
関
し
て
は
当

セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

剪
定　

草
刈
り　

清
掃　

家
事
援
助　

障
子
ふ
す
ま
の
張
替
え　

大
工　

軽
作
業

宛
名
書
き　

な
ど

〔
派
遣
の
仕
事
一
例
〕

　

工
場
内
軽
作
業
、
施
設
の
運
転
業
務
、

工
場
内
清
掃
業
務
、
造
園
補
助
作
業
な
ど

☆�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
会
員
登

録
に
つ
い
て

　

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
で
、
こ
れ

ま
で
に
培
っ
た
資
格
や
経
験
を
生
か
し
た

仕
事
を
し
て
み
た
い
、
と
お
考
え
の
方
、

も
し
く
は｢

と
に
か
く
働
き
た
い｣

お
気

持
ち
が
あ
れ
ば
十
分
で
す
。
も
し
現
在
何

ら
か
の
就
労
の
機
会
を
お
探
し
で
し
た
ら

お
気
軽
に
当
セ
ン
タ
ー
の
説
明
会
に
ご
参

加
下
さ
い
。

☆
４
月
の
事
業
及
び
入
会
説
明
会

　

４
月
21
日（
月
）　

午
前
10
時
開
始

　

＊
約
１
時
間
半
か
か
り
ま
す
。

☆
職
員
募
集

　

事
務
局
で
は
、
パ
ー
ト
職
員（
パ
ソ
コ

ン
経
験
者
）を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
申
込
期
限
〕　

平
成
26
年
４
月
18
日（
金
）

ま
で
。
た
だ
し
、
適
任
者
が
決
定
次
第
終

了
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

　

FAx
２
３

－

０
９
１
３

　

平
成
25
年
度
の
電
源
立
地
地
域
対

策
交
付
金
事
業
で
、
次
の
２
事
業
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

は
、
水
力
発
電
所
な
ど
の
発
電
施
設

が
所
在
す
る
市
町
村
が
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
の
基
盤
を
整
備
す
る
た
め

に
行
わ
れ
る
事
業
で
す
。

■�

町
道
谷
汲
高
科
２
号
線
路
側
補
修

工
事

■�

大
和
小
学
校
屋
内
運
動
場
屋
根
改

修
工
事

　

松
浦 

茉
李
さ
ん（

永
）の
事
例
を

紹
介
し
ま
す
。

　「
野
菜
の
保
存
方
法
・
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
」

① 

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、『
買
っ
た

食
材
は
腐
ら
せ
な
い
！
お
い
し
く
食

べ
き
る
！
』
で
す
。

　

 

生
野
菜
を
長
持
ち
さ
せ
る
方
法
を
祖

母
に
聞
き
、
実
践
し
て
い
ま
す
。
そ

の
方
法
と
は
、「
野
菜
を
立
て
て
保

存
」
野
菜
が
立
っ
て
成
長
す
る
も
の

は
立
て
て
保
存
す
る
と
長
持
ち
す
る

そ
う
で
す
。
ま
た
、
調
理
す
る
前
に

水
洗
い
す
る
こ
と
も
良
い
そ
う
で

す
。

　

 

な
の
で
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
活
用
し
て

冷
蔵
庫
で
保
存
し
て
い
ま
す
。

②
２
歳
の
娘
と
楽
し
く
リ
サ
イ
ク
ル
…

　

 

ス
ー
パ
ー
で
回
収
し
て
い
る
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
・
ト
レ
ー
・
ア
ル
ミ
缶
を
回

収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
る
こ
と
が
娘
の

仕
事
で
す
。

　

 

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
事
や
エ
コ
活
動
の

意
味
が
わ
か
ら
な
く
て
も
、
生
活
の

一
つ
と
し
て
身
に
つ
け
ば
将
来
に
繋

が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

活用術
な
るほど

平
成
25
年
度
電
源
立
地

地
域
対
策
交
付
金
事
業
が

完
成
し
ま
し
た
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公
共
交
通
か
ら
の
お
し
ら
せ

揖
斐
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

☆
時
刻
表
改
正
を
実
施
し
ま
す

　

平
成
26
年
４
月
１
日
よ
り
時
刻

表
改
正
を
実
施
し
ま
す
。新
し
い

時
刻
表
に
つ
い
て
は
、別
途
折
込

み
の
時
刻
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

養
老
鉄
道

　

薬
膳
列
車
運
行
中
！
【
事
前
予
約
制
】

☆
木
曜
日
運
転

　

桑
名
駅
12
時
45
分
発

�

→　

大
垣
駅
13
時
54
分
着

☆
土
曜
日
運
転

　

大
垣
駅
11
時
45
分
発

�

→　

桑
名
駅
12
時
57
分
着

☆
会
費　

お
と
な　

５
０
０
０
円

　
　
　
　

こ
ど
も　

４
５
０
０
円

　
　
　
　
【
１
日
フ
リ
ー
き
っ
ぷ
付
】

☆
定
員　

40
名
（
最
少
催
行
人
数
15
名
）

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

　

養
老
鉄
道
総
務
企
画
課

　

℡
０
５
８
４

－

７
８

－

３
４
０
０

　
（
平
日
９
時
～
18
時
）

樽
見
鉄
道

☆
今
年
も
桜
ダ
イ
ヤ
を
運
行
し
ま
す
！

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で
桜

ダ
イ
ヤ
に
て
運
行
を
実
施
し
ま
す
。
期
間

中
は
通
常
ダ
イ
ヤ
に
加
え
、
左
記
の
臨
時

便
も
運
行
し
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
本
巣
・
大
垣
方
面
】

　

谷
汲
口
駅
11
時
33
分
発　

本
巣
駅
行
き

　

谷
汲
口
駅
19
時
58
分
発　

本
巣
駅
行
き�

　

谷
汲
口
駅
12
時
56
分
発　

大
垣
駅
行
き

　

谷
汲
口
駅
14
時
28
分
発　

大
垣
駅
行
き

　

谷
汲
口
駅
15
時
58
分
発　

大
垣
駅
行
き

【
樽
見
方
面
】

　

谷
汲
口
駅
13
時
40
分
発　

樽
見
駅
行
き

☆�

『
シ
ル
バ
ー
１
８
０
会
員
』
は
『
樽
鉄

シ
ル
バ
ー
会
員
』
へ
移
行
し
ま
す
！

　

４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
に
伴
い
、「
シ
ル
バ
ー
１
８
０
会
員
」

は
「
樽
鉄
シ
ル
バ
ー
会
員
」
へ

名
称
を
変
更
し
、
割
引
運
賃
は

『
１
８
０
円
』
か
ら
『
１
９
０
円
』

に
変
更
と
な
り
ま
す
。

※�

す
で
に
「
シ
ル
バ
ー
１
８
０
会

員
証
」
を
お
持
ち
の
方
は
引
き

続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

➡

【
お
問
い
合
せ
・
新
規
お
申
込
み
】

　

樽
見
鉄
道

　

０
５
８
１

－

３
４

－

８
０
３
９

　
（
９
時
～
17
時
）

 

救
命
講
習
の
ご
案
内

　

大
切
な
人
の
命
を
救
う
た
め
、
講
習
で

正
し
い
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う
！

　

揖
斐
郡
消
防
組
合
で
は
、
救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
時
間
に
、
そ
の

場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
適
切
に
応
急
手
当

て
が
で
き
る
よ
う
に
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
、
異
物
除
去
要
領
、
止
血
法

を
習
得
す
る
普
通
救
命
講
習（
３
時
間
）

を
実
施
し
ま
す
。

開
催
日　

奇
数
月
の
第
３
日
曜
日

　

平
成
26
年
５
月
18
日　

７
月
20
日

　

９
月
21
日　

11
月
16
日

　

平
成
27
年
１
月
18
日　

３
月
15
日

時
間　

９
時
～
12
時（
３
時
間
）

場
所

　

揖
斐
郡
消
防
組
合

防
災
セ
ン
タ
ー
３
階

受
講
対
象
者

　

�

揖
斐
川
町
・
大
野
町
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
方
（
中
学
生
以
上
）

申
込
方
法

　

�

１
週
間
前
ま
で
に
来
庁
さ
れ
て
申
込
用

紙
に
ご
記
入
し
て
い
た
だ
く
か
、
電
話

で
の
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

注
意
事
項

　

�

当
日
の
都
合
上
、
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
実

技
中
心
と
な
り
ま
す
の
で
動
き
や
す
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
遅
刻
及
び

退
席
は
、
欠
席
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
各
回
の
定
員
は
30
名
ま

で
と
し
ま
す
。

参
加
費　

無
料

※�

企
業
、
団
体
、
サ
ー
ク
ル
等
に
つ
い
て

も
申
込
み
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
（�

10
名
以
上
の
場
合
は
開
催
日
以
外
で

も
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。）

※
修
了
者
に
は
終
了
証
を
発
行
し
ま
す
。

　
（�

救
命
技
術
の
維
持
・
向
上
の
た
め
２
年

ご
と
の
再
講
習
を
お
勧
め
し
ま
す
。）

【
お
問
合
せ
先
】

　

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部
警
防
課

　

℡
３
２

－

２
５
５
２

　

FAx
３
５

－

２
７
９
７
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こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

高
橋　

好よ
し

　こ子
さ
ん（
北
方
）

�

２
月
16
日（
日
）　

95
歳　

　

岩
井　

且か
つ�

さ
ん（
黒
田
）

�

２
月
19
日（
水
）　

95
歳　

　

神
原　

清き
よ

　と人�

さ
ん（
谷
汲
神
原
）

�

２
月
24
日（
月
）　

95
歳　

　

窪
田　

治は
る

　お雄
さ
ん（
和
田
）

�

２
月
11
日（
火
）
95
歳　

　

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

　

長
生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　初冬に三角状の大型円錐花序に花を着けます。明けて初夏に果実は黄色に熟します。中国原産の常緑高木

です。ビワのように晩秋から冬にかけて開花する植物は日本では少なく珍しいです。アロエ（キダチアロエ）

なども温室などの暖房が少しでも効いている場所では冬に開花します。ビワの仲間はアジアの亜熱帯と温帯

に約 30種類が知られています。このうち薬用に用いられるのはビワ一種のみです。このビワの自生地は中

国の四川省と湖北省で揚子江流域です。日本では九州と四国の石灰岩地帯に分布すると言われているが、実

際は中国から渡来して種子の発芽率が旺盛のために野生化したのではとの説が有力です。しかし自生の所謂

野生ビワは果実が小さく、しかも種子が大きいので食用にはむかないです。現在栽培されているのは品種改

良された大型の果実をつける品種です。

　薬用に用いる部分は葉である。葉を採集して裏面に多く見られる淡褐色のラシャ状の毛を取り除いて用い

る。裏面のラシャ状毛を取り除き乾燥した物が生薬の「枇杷葉」である。

枇杷葉は煎じて清涼健胃薬にする。暑気払い、鎮咳、去痰、下痢止めにも

効き目がある。刻んだ枇杷葉 10グラムに水 700 ミリリットルを加えて煎

じ、全量が半分まで煮詰めこして一日 3回食間に服用します。枇杷葉は浴

湯料とすれば皮膚をなめらかにしあせも、湿疹にも効き目があります。種

子は枇杷仁と称し杏仁水（咳止め）の代用品として用いられる。

� （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

◆
揖
斐
川
尚
和
園

　

揖
斐
川
町
実
年
学
級　

タ
オ
ル
・
お
菓
子

　

牧
村　

三
男
さ
ん（
北
方
）　

野
菜

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の

ビワ（バラ科）いびがわ　特産品シリーズ
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平成26年度　納税等カレンダー町
税
な
ど
納
期
限
の
確
認
を
！

　

町
税
の
納
付
が
納
期
限
を
過
ぎ
る

と
、
督
促
手
数
料
及
び
延
滞
金
の
加

算
、
さ
ら
に
は
財
産
の
差
押
え
な
ど

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
下
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
方
は
、
預
貯
金
の
残

額
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

※�

平
成
二
十
三
年
度
よ
り
前
納
報
奨

金
は
廃
止
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

町
税
な
ど
の
納
付
は
安
全
で
便
利
な
口
座
振
替
で
！

口
座
振
替
で
き
る
金
融
機
関
は

次
の
通
り
で
す
。

　

●
大
垣
共
立
銀
行

　

●
十
六
銀
行

　

●
西
濃
信
用
金
庫

　

●
岐
阜
商
工
信
用
組
合

　

●
い
び
川
農
業
協
同
組
合

　

●
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※
コ
ン
ビ
ニ
納
付
も
で
き
ま
す
。

　
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
利
用
料
は
除
く
。）

手
続
き
は
簡
単

　

預
金
口
座
の
印
鑑
・
通

帳
を
持
っ
て
金
融
機
関
、

ま
た
は
役
場
及
び
振
興
事

務
所
の
窓
口
に
て
、
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

偶
数
月
納
入
地
区

　

揖
斐
（�

下
岡
島
・
上
岡
島
・
緑
ヶ
丘
地
区

を
除
く
）

　

大
和
（
極
楽
寺
の
み
）

奇
数
月
納
入
地
区

　

揖
斐
（�

下
岡
島
・
上
岡
島
・
緑
ヶ
丘
地
区

の
み
）

　

大
和
（
南
方
の
み
）

　

小
島
・
清
水
・
北
方

　

永
（
粕
川
住
宅
・
新
栄
町
北
地
区
の
み
）

北部
（春日 ･久瀬 ･藤橋 ･坂内地区）

３
月
25
日

３
月
２
日

２
月
２
日

12
月
25
日

12
月
１
日

10
月
31
日

10
月
27
日

９
月
30
日

９
月
１
日

７
月
31
日

６
月
30
日

６
月
２
日

４
月
30
日

４
月
25
日

納
期
限

４
期
分

３
期
分

２
期
分

１
期
分
・
全
納

町（
県
）民
税

４
期
分

３
期
分

２
期
分

１
期
分
・
全
納

固
定
資
産
税

全
期
分

軽
自
動
車
税

10
期
分

９
期
分

８
期
分

７
期
分

６
期
分

５
期
分

４
期
分

３
期
分

２
期
分

１
期
分

国
民
健
康
保
険
税

９
期
分

８
期
分

７
期
分

６
期
分

５
期
分

４
期
分

３
期
分

２
期
分

１
期
分

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

奇
数
月
納
入
地
区

偶
数
月
納
入
地
区

奇
数
月
納
入
地
区

偶
数
月
納
入
地
区

奇
数
月
納
入
地
区

偶
数
月
納
入
地
区

奇
数
月
納
入
地
区

偶
数
月
納
入
地
区

奇
数
月
納
入
地
区

偶
数
月
納
入
地
区

奇
数
月
納
入
地
区

偶
数
月
納
入
地
区

上
水
道
使
用
料

永
・
谷
汲

大
和
・
市
場
・
北
部

永
・
谷
汲

大
和
・
市
場
・
北
部

永
・
谷
汲

大
和
・
市
場
・
北
部

永
・
谷
汲

大
和
・
市
場
・
北
部

永
・
谷
汲

大
和
・
市
場
・
北
部

永
・
谷
汲

大
和
・
市
場
・
北
部

簡
易
水
道
使
用
料

３
月
分

２
月
分

１
月
分

12
月
分

11
月
分

10
月
分

９
月
分

８
月
分

７
月
分

６
月
分

５
月
分

４
月
分

下
水
道
使
用
料

２
期
分

１
期
分

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
利
用
料

お問い合せ先
揖斐川町役場　℡22－2111
揖斐川町放送通信センター　℡21－3171（ＣＡＴＶ利用料）
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■平成26年度犬の登録と狂犬病予防接種集合注射のおしらせ
　狂犬病予防法により、飼い犬には、生涯１回の登録と年１回の狂犬病予防注射の接種が義務づけられています。
　揖斐川町におきましては、次の日程で、犬の登録と狂犬病予防注射を実施します。飼い主の方は最寄りの会場で
受けてください。
　現在、台帳に登録されている飼い主の方には、別途はがきでご案内しますので、当日必ずご持参ください。
◎飼い主・住所など登録事項の変更や、犬が死亡したときは、事前に変更届を出してください。
　鑑札・注射済票をお持ちの上、揖斐川町役場生活環境課または各振興事務所地域振興課までお越しください。
◎会場などでのフンは、飼い主が始末してください。
◎対象犬　生後 91日以上の全ての犬（室内犬、小型犬問わず）
◎料　金　新規登録　１頭あたり　6,150 円（新規登録料：3,000 円＋注射料金：3,150 円）
　　　　　登録済犬　１頭あたり　3,150 円（注射料金のみ）

地
域 月　日 実 施 場 所 実 施 時 間 地

域 月　日 実 施 場 所 実 施 時 間

揖
斐
川

4月9日
（水）

永公民館前 � 9：30～ 10：30

谷　

汲

4月21日
（月）

深根地区活性化支援センター前 � 9：10～� 9：30

和田公会堂前 10：50～ 11：30 大洞地区農林漁家婦人活動施設前 � 9：40～� 9：55

市場研修センター前 13：00～ 13：30 中名礼公民館前 10：10～ 10：55

上野地区公民館前 13：50～ 14：20 谷汲振興事務所車庫前 11：05～ 11：45

4月10日
（木）

小柳公民館前 � 9：20～� 9：50 上神原トレイルセンター前 13：20～ 13：40

清水公民館前 10：10～ 11：00 西部文化会館（横蔵診療所）前 13：50～ 14：10

下新町会館前 11：20～ 11：50

4月22日
（火）

赤石地区集落農事集会所前 � 9：30～� 9：40

JA 小島支店前 13：00～ 14：00 旧名鉄長瀬駅前 � 9：50～ 10：15

4月11日
（金）

大和公民館前 � 9：40～ 10：30 東部文化会館前 10：25～ 10：50

JA 北和支店北方出張所裏 10：50～ 11：40 沖野公民館前 11：00～ 11：05

揖斐川町役場駐車場（東側） 13：00～ 14：00 岐礼多目的集会所前 11：15～ 11：35

春　

日
4月17日
（木）

滝集会所付近 10：00～ 10：15 高科地区活性化支援センター前 11：40～ 11：55

樫多目的集会所付近 10：20～ 10：25

久　

瀬
4月17日
（木）

公正公民館前 � 9：20～ 10：00

上ヶ流製茶工場前 10：30～ 10：40 大西精工前 10：05～ 10：15

下ヶ流多目的集会所前 10：45～ 11：05 外津汲集会場前 10：20～ 10：30

香六班消防車庫前 11：10～ 11：25 日坂公民館前 10：50～ 11：15

春日公民館 11：30～ 12：00 樫原集会場前 11：30～ 11：40

高齢者コミュニティセンター 13：30～ 13：55 小津公民館前 13：20～ 13：50

中山バス停付近 14：05～ 14：10 久瀬振興事務所前 14：00～ 14：30

初若バス停付近 14：20～ 14：25

坂　

内
4月18日
（金）

諸家三叉路 � 9：40～� 9：55

古屋バス停付近 14：30～ 14：35 坂西集会場前 10：05～ 10：15

春日振興事務所前 14：50～ 15：00 坂本生活改善センター前 10：20～ 10：30

藤　

橋
4月18日
（金） 藤橋振興事務所　駐車場 13：30～ 14：00

川上集会場前 10：55～ 11：10

広瀬集会所前 11：25～ 11：40

広東公民館前 11：45～ 12：00

※登録者への案内ハガキは、注射日の１週間程前に発送します。ハガキの内容をお確かめのうえ、会場にお越しください。
※動物病院で注射を打つ場合でも、病院にハガキをご持参ください。

【お問い合せ先】

　揖斐川町役場�生活環境課　℡２２－２１１１　　　谷汲振興事務所�地域振興課　℡５５－２１１１

　春日振興事務所�地域振興課　℡５７－２１１１　　　久瀬振興事務所�地域振興課　℡５４－２１１１

　坂内振興事務所�地域振興課　℡５３－２１１１　　　藤橋振興事務所�地域振興課　℡５２－２１１１


